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１．視聴者の声の総数と内訳    
■総数の推移と内訳 

３月にＮＨＫに寄せられた視聴者の声の総数は２７２，３７０件で、前月よりも３２，０６５件増加し、前

年同月より４８，５０８件少なくなっています。分野別の内訳は、「受信料」に関するものが最も多く、次

いで「放送番組」「その他」などとなっています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■分野ごとの内訳 
放送番組に関する声のうち、放送日や出演者などに関するお問い合わせが５０，９５５件で６３．７％。

番組内容や演出などに関する意見・要望が２９，０４０件で３６．３％でした。また受信料に関する声のう

ち、料金や手続きに関するお問い合わせが１４８，６５８件で９７．５％を占め、意見・要望は２．５％にあ

たる３，７４７件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただいたお問い合わせや意見・要望に対しては、あらかじめ準備した資料などをもとに、ふれあい

センターをはじめとする受付窓口でお答えしたほか、内容によっては番組制作の担当部局などと連携

して対応を完了しています。  

※インターネット関連は、

「放送番組」に含む 

（件） 

（件） 

意見・要望 

問い合わせ 
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２．放送・番組への意見と対応 
 

放送や番組に寄せられた視聴者の声は７９，９９５件、このうち番組に対する意見は２９，０４０件でし

た。分類すると好評意見が２８％、厳しい意見は７２％でした。 

また声をもとに確認し、対応した事例は、テロップのミスや誤読などで７２件（２月は５５件）、ネット

サービス関係は３７件（２月も３７件）でした。漢字の間違いや動物の名前の取り違え、番組ページで紹

介している過去のエピソードの初回放送日の誤りなどで、再放送で修正するなどの対応をとりました。 

 

テレビ画面の図表や字幕などについては、「もっと見やすくしてほしい」という声をいただき、去年 6

月に「ニュース地球まるわかり」の番組内での文字表記に「ユニバーサルフォント」を導入した事例を紹

介しましたが、その後も、局内で勉強会などを行っています。放送の中で、より一層「ユニバーサルデザ

イン」の活用を進めている取り組みをご紹介します。 

 
 
■“より読みやすく、見分けやすい” 「ユニバーサルデザイン」の導入拡大 
 

この画像はこの春から使用しているプロ野球

の順位表ですが、これまでとどう変わったのか

分かりますか？ 

ＮＨＫでは、ニュースなどで使用する文字に、

より読みやすい書体や見分けやすい配色を採用

し、正しい情報がどなたにも分かりやすく伝わ

るように改善を重ねています。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ ＮＨＫの放送をよく見るが、細かい文字がつぶれて見えるときがある。  （７０歳以上男性） 

・ 番組を見ていてメモをとりたいときに文字の書体が細く読み取れない場合がある。もう少し太

くするなど工夫をしてもらいたい。         （５０代女性） 

 

 

 

こうした視聴者の声を受けて、ニュース・報道番組を中心に、新たな書体、ユニバーサルデザイン

（ＵＤ）フォントを導入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

従来の一般的なフォントと比べてみますと、横の棒を太くする、文字と濁点、半濁点の間にスペー

スをつくるなど、より読みやすくなるようにさまざまな工夫がされています。 

 

４月１７日放送「サンデースポーツ」より 
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また、特定の色を見分けにくい視聴者の方から、このようなご意見もいただきました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ わたしには色覚障害があり、天気予報では緑の地図の上に赤い文字で気温が表示されるなど、

色の区別が困難なときがある。改善をお願いしたい。       （４０代男性） 

 

 

 

こうした声にお応えして、気象情報の画面の一部を変更しました。ＮＨＫではニュースグラフィック

の担当者が中心となり、色を見分けにくい視聴者の方にも伝わるように配色などに改善を重ねま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視聴者の方からは、さっそく改善した点について声が寄せられました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 気象情報の地図の色が変わったことに気がついた。さまざまな意見があると思うが、私にはと

ても見やすい。           （５０代男性） 

・ 知人の子供は色を見分けるのが苦手なのだが、ユニバーサルデザインを取り入れたＮＨＫの気

象情報を見て、地図の見え方に感動したそうだ。こうした取り組みは今後も進めてほしい。 

（６０代女性） 

 

ＮＨＫはどのような時にも情報を正確に、わかりやすく伝えられるよう、「ユニバーサルデザイン」

を拡充し、公共メディアとして「あまねく伝えること」を実現してまいります。 

 

従来          ＵＤフォント 

改善後  従来 
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■３月 反響の多かった番組 
 

第９４回選抜高校野球大会や大相撲春場所の放送予定への問い合わせが多かったほか、最終回を迎

えた「逆転人生」など各種番組への意見、感想が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                    

  

※集計期間  ３月１日～３１日 
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３．受信料への意見 
 

受信料に関して、３月は１５２，４０５件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち９７.５％が問

い合わせで、受信料の金額についての問い合わせや、引っ越しに伴う手続きなどについてでした。い

ただいたお問い合わせに対しては、ふれあいセンターをはじめとする受付窓口でお答えしました。 

放送受信契約の住所変更の手続きをお願いするために、番組などで「住所変更のご案内」を放送し、

これを受けて多くの申出や問合せをいただいています。春の引越しシーズンを迎え、転居された場合

には住所変更の手続きが必要であることなど、受信料の各種手続きについて、引き続き分かりやすく

説明してまいります。 

 

 

４．技術・受信相談への意見 
 

技術・受信相談に関して、３月は２，９９８件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあ

いセンター（受信相談）および各放送局の受信窓口では２，４４１件を受け付けました。内訳は、映像が受

信できないなどの申し出が１，７６９件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談が 

６７２件でした。３月は、１６日に発生した宮城県・福島県で震度６強を観測した地震の後、揺れが大きか

った地域で「テレビが映らなくなった」との相談が多く寄せられました。地震の揺れによってテレビの入

力端子の接続が緩んだことなどが原因で、状況に応じて対応を行いました。 

 

 

５．経営への意見 
 

ＮＨＫの経営に関して、３月は７２件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあいセン

ター（放送）で受け付けた意見や問い合わせは３４件でした。内訳は、「公共放送について」が１５件、「経

営計画」関連が８件などでした。「経営計画」については、「音声波の再編」などに関する意見が、「公共放

送について」では、「受信料制度」に関する意見などが寄せられました。 

 

 

６．インターネット活用業務への声 
 

３月にふれあいセンターや全国の放送局に寄せられた視聴者の声のうち、インターネット活用業務に

ついてのものは１０，９５７件、そのうち７９％が「ＮＨＫプラス」についてでした。 

ＮＨＫプラスのＩＤ登録手続きの簡素化で「確認コード」の入力が２月１４日登録分から不要となったた

め、確認コードについての問い合わせが減り、２月の２,４２８件から３月は８８９件となりました。 

一方で、パスワード忘れなどで「ログインできない」という声が２,１００件ありました。引き続き、手続き

の簡素化などを含めてお客様の声にお応えできるよう努めていきます。 
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７. 反響の多かった番組から 
■北京パラリンピック 
３月４日（金）～１３日（日） 

総合､総合サブ､Ｅテレ､Ｅテレサブ､ 

ＢＳ１､ＢＳ１サブ 

反響６９８件 ※２月２８日～３月１４日で集計 

（好評意見１７件、厳しい意見２０６件、 

問い合わせ４０３件、その他の意見７２件） 

 

史上初めて夏と同じ都市で開催された北京パラリンピックが、１０日間の日程に幕を下ろしました。

新型コロナ変異株の感染拡大に加え、２月下旬にロシアがウクライナに軍事侵攻、これに伴い開幕前日

にＲＰＣ（ロシアパラリンピック委員会）とベラルーシの出場を認めない決定が下されるなど、異例ずく

めの対応が続く中での大会でしたが、競技では日本選手団が７つのメダルを獲得。戦時下にあるウク

ライナ勢も各種目で活躍が目立ちました。反響総数は７００件に迫り、放送予定の問い合わせのほか、

ウクライナ報道や競技中継の拡充についての意見が届いています。また、冬のパラリンピックとしては

初めてＮＨＫプラスでも配信されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、地上波では午後と夜間を中心にコンパクトに放送しましたが、反響の内訳では各競技のスケジ

ュールや放送時間についての問い合わせが最も多く寄せられました。また、日々深刻化するウクライナ

の情勢を踏まえ、パラリンピックよりもニュースを優先するべきという意見、逆にパラリンピック中継

の拡充を求める声も届いています。視覚に障害のある方などからは、ふだん親しんでいるラジオでも

もっとパラリンピックを取り上げてほしいという要望もありました。 

昨夏開催の東京パラリンピックと比較すると、６０代および７０歳以上の年代の割合が７ポイント増え

ています。性別割合では男性からの反響が東京大会よりも１２ポイント多くなっており、これは過去１年

間のスポーツ番組全体の平均値とほぼ同じ水準でした。  

写真：ロイター/アフロ

●受付内容の内訳 ●意向種別の相対比較 ●意向種別×年代性別 

放送予定

55.4%放送内容

24.1%

出演者

7.7%

再放送

0.7%

音声関係

0.6%

データ放送

0.6%

その他

10.9%

-4.0 

11.4 

2.1 

-9.5

-15

-10

-5

0

5

10

15
好評意見 厳しい意見 問い合わせ その他

P

※赤線は過去1年間に受け付けた全番組の平均

0 50 100 150 200 250

不明/無回答

70歳以上
60代
50代
40代
30代

10･20代男性

70歳以上
60代
50代
40代
30代

10･20代女性

件

好評意見 厳しい意見 問い合わせ その他

●パラリンピック 過去大会の反響件数と意向種別割合の比較 ●反響内容の主な内訳 （重複カウントあり） 

2%

6%

10%

7%

2%

56%

30%

32%

32%

30%

38%

57%

48%

47%

58%

4%

7%

10%

14%

10%

※内訳不明 710件

541件

1,533件

1,125件

4,820件

698件

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

2012 ロンドン

2014 ソチ

2016 リオデジャネイロ

2018 ピョンチャン

2021 東京

2022 北京

件

好評意見

厳しい意見

問い合わせ

その他

※集計はいずれも週報集計実績

内　容 反 響 数

競技の放送予定 285件
ウクライナ情勢 77件
パラ放送拡充要望 75件
出演者 53件
競技/試合結果 45件
番組演出 33件
マルチ編成意見/操作 31件
ユニバーサルサービス 14件
ライブ/見逃し配信 14件
再放送要望 11件
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大会期間中の受付件数と意向種別の推移を見ていくと、アルペンスキーの村岡桃佳選手やクロスカ

ントリースキーの川除大輝選手らのメダル獲得が続いた大会前半に、日程に関する問い合わせや大会

開催の意義などについてさまざまな意見が寄せられました。中盤にはいったん減少に転じたものの、

終盤は日本勢の出場種目やアイスホッケーなど団体競技の結果、当初の見込みよりも１時間あまり早く

終わった閉会式への問い合わせが大会終了の翌日にも続きました。 

 

 

 

 

  

1%3%

8%

14%

31%

38%

5%

30代

3%40代

5%50代

13%

60代

36%

70歳

以上

40%

不明/

無回答

3%

内円：東京

外円：北京

●性別構成 東京パラピックとの比較 ●年代構成 東京パラリンピックとの比較 ●競技別 反響件数 

55%
40%

5%

男性

67%

女性

30%

不明/

無回答

3%

内円：東京

外円：北京

競 技 名 反 響 数

アルペンスキー 135件

開会式 119件

閉会式 115件

クロスカントリースキー 43件

アイスホッケー 23件

スノーボード 18件

バイアスロン 18件

車いすカーリング 4件

●大会期間中の受付件数と意向種別の推移 
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【主な内容】 

○放送全般について 

・ ウクライナへの攻撃が続く日々にあってパラリンピックは夢と希望の祭典だった。障害のある選手

たちの躍動は、努力と工夫があれば夢はかなうことを証明してくれたと思うし、その陰にはたくさ

んの人の協力、応援があったことも忘れてはならない。オリンピックとパラリンピックがもたらし

てくれた光がこれからも輝くことを願ってやまない。           （５０代） 

・ 世界が困難に直面するなか、パラアスリートたちのひたむきな姿に勇気をもらった。特に毎日スタ

ジオから選手たちにあたたかい言葉を贈り続けた風間俊介さんには、大変共感した。選手たちに

敬意を払い、一人ひとりに寄り添ったコメントには涙を禁じ得なかった。      （４０代女性） 

・ もともと競技種目の数が少ないことは承知しているが、夏の東京パラリンピックや先日の北京オ

リンピックに比べて放送時間があまりにも短い。障害のある出場者やその家族にとっては４年に

一度の貴重な晴れ舞台、もっと積極的に取り上げてほしい。     （７０歳以上男性） 

・ 日本勢が出場していても生中継されない種目があったことに驚いた。中国は時差も少なく、週末

は選手たちの活躍を見たいという人も多かったはずだ。金メダル獲得の瞬間さえＮＨＫでも民放

でも、地上波もＢＳも、全く見られないとは本当に情けない国だ。       （４０代女性） 

 

 

○ウクライナ情勢について 

・ このような戦時体制にあって、パラリンピックの放送をすることに意味があるとは思えない。ウク

ライナでは連日死傷者が出ている。公共放送の原点にみずから立ち返り、いま最も求められてい

る放送とは何なのか、もう一度考えるべきだ。         （６０代女性） 

・ 選手たちは確かにがんばっていたが、こんな状況下ではとても番組を見る気分になれなかった。

大会が始まればとにかく放送するということではなく、事後であっても大会の是非を検証するな

ど、報道機関としての責任を果たしてほしい。      （７０歳以上男性） 

・ 結局開催されてしまったことは仕方ないとしても、連日総合テレビで放送するのはいかがなもの

かと思う。地上波ではウクライナ関係の情報を最優先に伝えて、競技の中継はＢＳで放送するべき

だったのではないか。         （７０歳以上男性） 

 

 

○演出、ユニバーサルサービス、ジェンダーほか 

・ （閉会式について）開会式同様に実況解説がとても聞きやすかった。抑制的ながらもポイントが押

さえてられていて、ニュースで耳にするコメントとは違うよさがあった。      （６０代女性） 

・ 全般にハイライト録画が多かったが、番組開始早々に結果を言うことは控えてほしい。メダルは速

報スーパーで知らせているし、ネットで事前に情報を入手している人もいる。録画放送のときにも

ライブのように胸躍らせて見たい人も少なくないことにも配慮してほしかった。    （６０代男性） 

・ 冬の競技は防具が多く、障害のある選手たちにとっては日常生活での装具以上に体の負担が大き

い。寒い会場でのインタビューはできる限り短めに切り上げてほしい。   （７０歳以上女性） 

・ 競技中継や選手のプロフィール案内のとき障害に至った経緯が都度紹介されるが、何度も実況す

る必要があるのだろうか。四肢の切断などは生々しい状況を想像してしまうので、障害の経緯に

ついてはルールやクラス分けの解説のときのみにとどめたほうがよい。      （５０代男性） 

・ パラリンピックは戦争負傷兵のリハビリが起源だと聞く。こんなときだからこそ、障害を克服し栄

光をつかんだ往年の名選手、過去の名シーンにスポットを当てて番組の中で紹介し、戦争の恐ろし

さと世界の恒久平和、人類の無限の可能性を発信していくべきだと思う。   （７０歳以上男性） 
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■日曜討論 
「ウクライナ侵攻１か月 

揺れる国際秩序 日本は」 
３月２７日（日） 総合 ラジオ第１  

前９：００～１０：００ 

反響７９件 ※３月２１日～３１日で集計 

（好評意見８件、厳しい意見１９件、 

問い合わせ１０件、その他の意見４２件） 

 

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻の開始から１か月、激しい戦闘と深刻な人道危機が続いていま

す。G7=主要７か国やＮＡＴＯ=北大西洋条約機構の首脳会議が相次いで開催、結束を確認するととも

にロシアへの制裁など追加の対応を打ち出しました。ロシアの脅威に国際社会、そして日本はどう動く

のか、林外務大臣と専門家が討論しました。「内容が充実していた」「専門家の討論は見応えがあった」

などの評価の声があった一方、「わたしたちの生活への影響について話が出なかった」など厳しい意見

や要望も６０代以上の男性を中心に多く寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な内容】 

＜好評意見＞ 

・ 内容が充実していた。問題点が出尽くされて、理にかなっていた。             （５０代男性） 

・ 各分野で日本トップクラスの専門家が集った討論は非常に見応えがあり、勉強になった。番組終盤

のまとめで、各専門家がいずれも「ウクライナの侵略戦争からアジアを見ていた」こと、「抑止力の

必要性」について言及していたのが印象的だった。                        （年代不明） 

・ 外務大臣、アメリカ・ロシア・欧州それぞれの専門家に国際政治全体の専門家と、非常にバランスの

とれた分野からの討論で、解説もあり、とても理解が深まった。               （６０代男性） 

 

＜厳しい意見＞ 

・ 日本政府としてどう対応するのか、せっかく外務大臣が出ているのだから、もっと突っ込んで

聞いてほしかった。                                         （６０代男性） 

・ 原油、天然ガス、魚介類、小麦、希少金属など、わたしたちの生活にどのような影響があるかま

ったく話が出なかったので、ふれてほしかった。                     （７０歳以上男性） 

・ 私は耳が悪く字幕放送で番組を観るが、なぜ日曜討論は字幕がないのか。   （７０歳以上男性） 

・ 「核使用」について、いとも簡単に言い過ぎている。核を使ったらダメだということを前提に話

さないとダメだ。核を使ったら地球はおしまいだ。                  （７０歳以上男性） 

●受付内容の内訳 ●意向種別×年代性別 ●意向種別の相対比較 

放送内容

72%

出演者

16%

放送予定

4%

再放送

3%

お客様対応

1%
その他

4%

0 10 20 30 40

不明/無回答

70歳以上
60代
50代
40代
30代

10･20代男性

70歳以上
60代
50代
40代
30代

10･20代女性

件

好評意見 厳しい意見 問い合わせ その他

4 6 

-43 

33 
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-40

-30

-20

-10

0
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30

40

50
好評意見 厳しい意見 問い合わせ その他

P

※赤線は過去1年間に受け付けた全番組の平均
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電話

2,553,705件

82.3%

インターネット

(メール)

393,491件

12.7%

投書

91,735件

3.0%

その他

30,483件

1.0%

来局

26,784件

0.9%
ＦＡＸ

8,560件

0.3%

29,892

21,991

16,949

14,426

14,332

11,215

11,033

10,770

10,001

9,402

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

東京2020オリンピック

あさイチ

ラジオ深夜便

NHKスペシャル

MLB2021

第72回NHK紅白歌合戦

北京オリンピック

うたコン

青天を衝(つ)け

【連続テレビ小説】カムカムエヴリバディ

反響の多い番組ランキング

番組への反響（放送関係＋インターネット関係）

受信料関係

1,656,370件

53.3%

放送関係

988,151件

31.8%

その他

413,277件

13.3%

受信相談・技術関係

45,551件

1.5%

経営関係

1,409件

０．１％

ふれあいセンター

2,191,644件

70.6%

全国各放送局

697,653件

22.5%

本部各部局

215,461件

6.9%

8．２０２１年度 １年間の意見・問い合わせ総数 
 

３１０万４，７５８件（２０２０年度 ３１１万２，４４１件） 
２０２１年度は、３１０万４，７５８件の意見や要望、問い合わせをいただきました。放送関係は、東

京２０２０大会への反響などにより、前年度に比べて５万８,０００件増加。一方、受信料関係は新型コ

ロナウイルスの影響を踏まえて電話窓口の受付時間短縮や訪問活動の見直しなどを行い、前年度

に比べおよそ６万８，０００件減少しています。意向の内容は、およそ１６６万件、放送関係がおよそ９

９万件、受信相談・技術関係がおよそ４万６,０００件、経営関係が１,４００件あまりとなっています。

意向を種類別にみますと、問い合わせが全体の７２％、意見・要望が１４％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意向内容 

※端数処理のため、合計が 100%にならない場合があります 

 

問い合わせ

2,243,064件

72%

意見・要望

448,417件

14%

その他

413,277件

13%

受付方法 受付窓口 

意向種別 

※集計期間 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日 
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事由 件数

 訪問員等の応対、説明不十分等 351

 訪問日、訪問時間に対する不満 1

 受信料制度への不満・不公平感 52

 料金体系・料額への不満 11

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 51

番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 28

その他  上記以外、営業活動や受信料について等 2,062

合計 2,556

スタッフ関係

受信料制度

事由 件数

受信不良 1,769

一次対応 865

個別受信設備不良 692

共同受信設備不良 110

建造物による受信障害 11

雑音障害 46

混信・難視聴など 6

二次対応 904

技術相談　（受信方法などへの問い合わせ） 672

2,441合計

[参考データ] 

 

■放送番組への意見 
 

３月に放送や番組に寄せられた視聴者の声は７９，９９５件で、このうち番組に対する意見は     

２９，０４０件でした。好評と不評で分類すると好評意見が２８％、厳しい意見は７２％でした。 

 

 

 

 

 

 
■受信料への意見  ※ふれあいセンター（営業）扱い分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■技術・受信相談への意見  ※ふれあいセンター（受信）、各放送局扱い分 

 

 

1月 2月 3月 2021年3月

好評意見 25.5% 22.6% 28.0% 27.7%

厳しい意見 74.5% 77.4% 72.0% 72.3%


